







 CPA は、共通の性質を持つ財・サービスを分類するため、国連中央生産物分類（Central 





産業起源（投入構造）をより重視すべきであるという考えから、CPC の欧州版として EU 統計局
（EUROSTAT）が策定したのが CPA である。CPA は 1993 年に策定され、1996 年及び 2002 年に更
新された。2008 年に NACE（EU 産業分類）改定第 2 版に準拠した新しい版が導入され、2014 年
に改定され、2015 年から使用されている。CPA の現在の版は CPA Ver 2.1 である。 
NAPCS は需要サイドあるいは用途に基づいて分類するという考え方なので、産業起源（投入構





１．CPA の基礎となった CPC 
CPA の基礎となったのは CPC である。したがって、CPA を理解するためには CPC それ自体の理
解と、両者の違いが明確であることが必要である。そこで CPC の成立過程をまず追っていく。 
CPC の必要性が認識されたのは 1970 年代初期、国際分類の調和を目指すイニシャティブにお
いてである。 1972 年の第 17 回国連統計委員会（Statistical Commission）1、1973 年の欧州統計





                                                      
1 国連統計委員会（以下「統計委員会」という。）は、1947 年に設立され、国際的な統計シス テムの頂点に位置
する存在であり、各統計委員会メンバー国の国家統計機関のトップが一堂 に会する会議。 (2)  特に国際レベ
ルでの各種統計活動に係る最もハイレベルな機関。 (3)  国連統計部を監督し、国連経済社会理事会に付属す
る機能委員会の役割を担う。総務省ホームページ、アクセス＜
http://www.soumu.go.jp/main_content/000300716.pdf＞ 







 その点で、大きな進展が 1970 年代にあった。 関税協力理事会（Customs Co-operation Council, 
CCC）3が、「関税協力理事会品目表」（CCCN）を 4 桁コードから 6 桁コードへ拡張を行った。その
結果、1983 年に「商品の名称および分類についての統一システム」（Harmonized System, HS）と
呼ばれる新しい分類システムが採択され、1988 年 1 月 1 日に発効した。関税目的で作成された分
類は、実際の貿易業務で使用されているという意味で実務的であり、かつ詳細であった。 
 国連事務局が招集した専門家グループの勧告に基づき、国連統計委員会は 1976 年の第 19 回
会合で、国連、欧州共同体およびコメコン（Council for Mutual Economic Assistance、COMECON）
の経済活動分類を調和させると同時に、それとは別に１つの新しい経済活動、財・サービスの分類
体系を策定するプログラムを承認した。この財・サービス（生産物）の両方をカバーする新しい分類
こそが後の CPC であり、同プログラムにおける基本的なツールを提供することを目的としていた。 




 1977 年から 1987 年の間、国連統計局と欧州共同体統計局（EUROSTAT）は、活動分類体系の
策定を目的として、「世界分類の共同作業部会」（Joint Working Group on World Level 
Classifications）を 6 回開催したが、同作業部会は「経済活動と生産物の統合分類体系」
（Integrated System of Classifications of Activities and Products, SINAP）の策定を目的としていた。 
SINAP のカテゴリーは、国際標準産業分類第 2 版（ISIC, Rev.2）、欧州共同体産業分類（NACE）、
そして関連する財・サービス分類の構成要素（building block）となるように策定された。共同作業
部会はまた標準国際貿易分類（Standard International Trades Classification, SITC）と CPC との相
互関係に関する提言を行った。 
 1983 年から 1988 年の間、国連統計局は、経済分類を扱う一連の専門家グループ会合を開催し
た。専門家グループは、世界のさまざまな地域のさまざまな発展段階の国々、国際機関の代表か
ら構成された。会合の主な任務は、国際標準産業分類第 3 版（ISIC Rev.3）の草案を作成すること、
国連統計局が策定中の CPC を見直すことであった。 
 CPC の最初の完全な草案は、1987 年の統計委員会第 24 回会合で検討された。委員会の勧告
により、CPC の策定作業は、国際機関、特に EU 統計局（EUROSTAT）と経済協力開発機構
（OECD） と合同で進められることになった。「サービス統計に関するフーバーグ・グループ」
（Voorburg Group of Service Statistics）5の初期会合では、サービス生産物の分類および関連説明
書の策定が主要議題であった。 
 1987 年と 1988 年に、CPC の草案が「世界分類の共同作業部会」と国連専門家グループ会合で
検討された。「経済分類の調和に関する専門家グループ」（Expert Group on Harmonization of 
                                                      
3 世界税関機構（World Customs Organization、WCO）の条約上の名称。 









 国連統計委員会は、1989 年の第 25 回会合で最終草案を検討し、暫定文書として公表すること
を承認した。同委員会は、国連加盟国が暫定版 CPC の試験的運用を開始することを推奨した。暫
定版 CPC は、1991 年に国連によって公表された。各国の経験は、その後の改定のための基礎情
報を提供した。暫定版 CPC の改定では、欧州連合（EU）の経済分類との調和と、可能な限り、コメ
コンの分類との調和も考慮された6。 










ベースで提供されるサービス」は、大分類 2~4 に分類された生産物とは区別される。 
 
２．CPA の策定、改定、更新 
産業起源（投入構造）をより重視すべきであるという考えから、CPC の欧州版として EU 統計局
（EUROSTAT）が策定したのが CPA である。CPA は 1993 年に策定され、1996 年及び 2002 年に更
新された。2008 年に NACE（EU 産業分類）改定第 2 版に準拠した新しい版が導入され、2014 年











みの必要性から作成されたものである。ここで CPA （Classification of Products by Activity）の
“Activity”とは、経済活動による生産物の分類を意味する。CPA は、共通の特性を持つ生産物
（財・サービス）を分類するように設計されており、EU 産業分類（NACE）によって定義される経済活
                                                      









多くの場合、EU 貿易品目分類（Combined Nomenclature、CN）7によって CPA の財は構成され
ている。例えば、CPA の「28.3034 根また塊茎収穫機」は CN の「8433 53 10 ジャガイモ収穫機」、
「8433 53 30 ビーツ収穫機」、「8433 53 90 その他」から構成されている。 
 
図１ CPA の構成要素 










約ベースで提供されるサービス」に分類される。これらは CPA では、「C 製造業生産物」に分類さ




請負」は、「C 製造業生産物」の下の「14 衣服」の下の「14.12 作業服」の下に配置されている。 
これに対して、CPC ではサービスに分類されている。すなわち CPC 階層の上位構造は、輸送可
能財を大分類 0〜4、輸送不可能財を大分類 5 に、サービスを大分類 6〜9 に配置している。この
                                                      




























部門 58 と 59 に含まれている著作物（書籍、映画、音楽、ソフトウェア、コンピュータゲーム）を除
いて、グループ 77.4 に分類されている。 
 
５．法的拘束力 
CPC は単なる推奨分類であるが、CPA は EU（EU 規則 No 1209/2014、2014 年 10 月 29 日）
によって法的拘束力がある。CPA 規則により、EU 加盟国は、以下の規則に従い、各国固有の目的














CPA は 6 つの水準の階層構造で構成されている。CPA の最初の 4 桁の符号化の原則は、
NACE Rev.2 の符号化の原則と同じである。6 桁の符号は、そのカテゴリー内にサブカテゴリーが 1
つしかない場合は “0”である。CPA の最初の 4 桁の符号化の原則は、NACE Rev.2 の符号化の原
則と同じである。CPA は 6 つの水準の階層構造で構成されている。 
 
第 1 水準：21 セクション（アルファベット順）。 
第 2 水準：88 ディビジョン（2 桁の数値符号） 
第 3 水準：262 グループ（3 桁の数値符号） 
第 4 水準：576 クラス（4 桁の数値符号） 
第 5 水準：1,357 カテゴリー（5 桁の数値符号） 
第 6 水準：3,218 サブカテゴリー（6 桁の数値符号） 
 
次に示すのは、鉱業・採石業生産物における階層構造の例である。 
セクション B 鉱業・採石業生産物 
ディビジョン 8 その他の鉱業・採石業生産物 
グループ 8.1 石、砂、粘土 
クラス 8.11 装飾・建築用石材、石灰石、石膏、チョーク、スレート 
カテゴリー 08.11.1 装飾・建築用石材 
サブカテゴリー 08.11.11 大理石と他の石灰装飾・建築用石材 
 




る。例えばグループ「08.9  他に分類されない鉱業・採石業生産物」の下のクラス「08.99 その他
の他に分類されない鉱業・採石業生産物」の下のサブカテゴリー「08.99.29 その他の鉱物」とな
る。 
2 つ以上の CPA サブカテゴリーのうち、どちらに特定の生産物を割り当てるべきか不明な場合が
ある。その財・サービスを生産する産業が属する NACE クラスが、CPA クラスの最初の 4 桁を決定













7.1 CPC との関係 




CPA の基本的な項目は、CPC またはその下位区分の項目であり、CPA は CPC より詳細である。
ただし CPC と CPA の上位水準の集計はかなり異なっている。CPA は NACE の構造に基づいて経
済的起源の基準を使用し、CPC は主に財とサービスを分離する特定の構造を持っている。 






サブカテゴリーは、EU 産業分類である NACE の構造に合うように産業的起源に従って分類されて
いる。 そのため、一部の財はサービスに分類されている。例えば「58.11.1 印刷された書籍」は「J 
情報通信サービス」の下に配置されている。 
 
7.2 NACE および ISIC との関係 
EU は CPA の開発のために経済的起源の基準を採択し、EU 産業分類（NACE）を基準枠組みと
した。 したがって、4 桁のレベル（クラス）まで、CPA の構造は NACE に対応する。CPA はまた
NACE から国際標準産業分類第 4 版（ISIC Rev.4）に構造的にリンクされている。これは ISIC Rev.4
が NACE Rev.2 の参照分類であるからである。NACE と ISIC の階層レベルは 4 段階で分類されて
おり、ISIC Rev.4 の第 1 レベルと第 2 レベルはそのまま NACE Rev.2 に引き継がれているが、多く
の場合 ISIC Rev.4 の第 3 レベルと第 4 レベルは NACE Rev.2 で EU の要件に従って細分化され
ている。  
 




HS およびその拡張版 CN は、貿易用の生産物分類であり、税関当局によって使用されている。
HS / CN 構成要素（building block）は、CPA で輸送可能生産物の構成要素として使用されている。








7.4 SITC との関係 
SITC の商品群は、（a）生産に使用される原材料、（b）加工段階、（c）製品の市場実践および使
用、（d）世界貿易の観点からの商品の重要性、 (e）技術的変化を反映している。 SITC Rev.4 の
適用範囲は、金、金貨、および現金以外の HS に分類されるすべての財を対象としている。 
CPC と SITC との関係は、CPC と HS の間の関係に類似している。なぜなら、SITC 改定第 3 版
の基本項（basic headings）は、貿易分析に適した分類を作成するための構成要素として HS の号
（sub-headings）を使用しているからである。したがって、CPA と SITC は、HS / CN 構成要素でのみ
比較可能である。 
 
7.5 COICOP との関係 
目 的 別 個 人 消 費 分 類 （ Classification of Individual Consumption According to Purpose, 
COICOP）は、国民経済計算（SNA）、家計調査（HBS）、消費者物価指数（CPI）における家計消
費支出を記述するために使用される。 COICOP は SNA の基本的な分類の 1 つであるため、SNA





COICOP は他の分類と厳密には関連していないが、従来は CPC と CPA との対応表を作成する





















Bakker, Bart F.M.(1998), The conceptual development of a classification of services, prepared for 
the 13th Annual Meeting of the Voorburg Group on Service Statistics, 21-24 September 1998 
Franco, Ana(2018) Statistical classification of products by activity (CPA), prepared for 
International Workshop on Product Classifications of the EU and the USA, Tokyo, Japan, 
March 8-9, 2018 
Mohr, Michael F. and Anne S. Russell（2002）, North American Product Classification System: 
Concepts and Process of Identifying Service Products, prepared for 17th Annual Meeting of 
the Voorburg Group on Service Statistics, Nantes, France, September 23-27, 2002  
Rainer, Norbert(2018), Introduction, prepared for International Workshop on Product 
Classifications of the EU and the USA, Tokyo, Japan, March 8-9, 2018 
United Nations (2015), “Central Product Classification (CPC) Version 2.1,” Statistical Papers 
Series M, No. 77, Ver.2.1 
 
 
18 19
